











20〇〇年度　筑後地区　第○回学術研修会・司会集約
　○○○病院　放射線部　○○　△△
【日時】：20〇〇年○○月○○日（金）　１８：３０～
【場所】：久留米大学教育１号館１５０２講義室
テーマ「○○○○　～○○○○○○○○○○○○○○○○～」
【会員発表】
「○○○○○○○○の○○○○○○○○○○」　　　　　　発表者　○○病院　○○　△△氏
「○○○○○○○○の○○○○○○○○○○」　　　　　　発表者　○○病院　○○　△△氏
　《ショートレクチャー》
「○○○○○○○○の○○○○○○○○○○」　　　　　　発表者　○○病院　○○　△△氏
【教育講演】
「○○○○○○○○の○○○○○○○○○○」
講師　株式会社××製薬　　○○　△△先生

　医療がサービス業として認識された現在において患者様の意識は常に向上している。患者様にとって単に病気を治す・検査を行い正しい検査結果を得るということは当然で、その他に特価したサービスを求めて病院を選択する時代が到来している。今回の会員発表では放射線検査を提供する立場・ひとりの技術者として患者様の痛みをいかに軽減させることができるか？という視点で人間工学に基づいた体位変換など明日からの業務にすぐ役立つ技術の紹介や、病院全体として顧客満足度をいかに向上させていくかという取り組みに対し、積極的に放射線技師が参加して力を発揮し実践していく事例が紹介され、病院経営の一翼をも担う意識を持ち医療サービスの向上を図り実践していく重要性を会員は再認識した。
　メーカー発表では患者様にやさしい最新医療機器の紹介ということで、単純Ｘ線撮影装置は島津製作所、
CT装置はGE横河メディカルシステム、MRI装置は東芝メディカルシステムズの各メーカーからの講演であった。単純Ｘ線撮影装置では実際の撮影時に非検者と管球距離をセンサで検知しNDD法により被ばく線量を求めることができる装置の紹介があり会場の会員から質問が相次いだ。CT装置ではCTDIおよびDLPがプロトコール作成時に確認でき線量の参考値として利用できる技術や、位置決め画像を基に各スライス毎に線量を可変し決定するAuto mAなど、被ばく線量を低減するテクニックが紹介された。MRI装置では騒音軽減の技術の紹介があり実際の音量も擬似的に経験でき、検査時の患者様の居住性が向上していることを確認できた。今後我々が装置を導入するときは基本的なスペックのみならず、何かしら患者様にとってプラスになる部分(サービス)を充分考慮していく必要がある。また各装置メーカーも医療サービス全体を視野に入れた何かに特価した技術の提供が重要視されてきている。
　
［以上は公立八女総合病院の利根氏の文章を参考にしました例文です．］
